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の点は、Efficiency 重視の点から、教科書の延長として講義前の教材作成を行っている、金沢大学の        
IT 教育推進プログラムと大きく異なる点である。周囲の壁は、ホワイトボードで覆われており、８台
のプロジェクターが設置されている。１３台のカメラと PRS(Personal Response System)というデジ
タルテレビのリモコンのような投票システムが設置されており、個々人の学生の意向を選択肢形式で
リアルタイムに把握する事が可能となっている。MIT ではこれらの教室設営に１３０万ドル、設備に
















 東京大学では、金沢大学の IT教育推進プログラムに似た物として TODAI TVというサイトが、作
られており、今回の講演も、後日ネットで見ることが可能になるということである。 
http://www.todai.tv/ 
 iMac 端末で教育用計算機システムを構築している大学であるが、推進環境が Windows で当方の
Macintoshでは確認することができなかった。 
TEALには特に目新しさ、奇抜さといったものは存在しない。最先端ではなく現在の技術を利用し、
内容が公開されていることもあり、方式を真似ることは容易である。ゴールは存在せず、改良を続け
るとか、個々の教育に関する技術を吟味し教育効率(Efficiency)と教育効果(Effectiveness)のバランス
をとるとか、道具は道具でしかなく、補助にしかならず、人を育てるのは人であるなど、日本では、
いわゆるトヨタ生産方式として、３０年近く前から紹介されている思想に非常に近い。教育現場の言
葉でいうと、知識から知恵へのいわゆる「ゆとり教育」の実践である。 
 しかしながら、トヨタの「ひとり勝ち」といわれるように、操作を真似ることは容易でも、思想を
理解し実践し続けることは容易ではない。逆に言えば、思想さえ理解しており、権限さえ与えられれ
ば、方法自体は自ら考えだすものであるので、センスとやる気と周囲の環境さえあれば、誰にでも可
能である。（周囲の環境というものが、トヨタ方式の中で最も実現が最も難しいものなのであるが。）
金沢大学でも「自ら課題を発見・探求・解決する能力」を身につけさせるとか、学部枠にとらわれな
い、コミュニケーション能力を付けるという総合力、など目標としているので、TEAL の実践は参考
になると思われる。現在は Efficiencyの方を重視した改革が進められているが、Effectivenessとのバ
ランスの考慮、現場主義も、重要である。１コマ週１回、１００分という日本の国立大学の単位制が
課題になってくるであろう。（文責：医学系研究科脳医科学専攻 矢田剛） 
